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	  「ヨコハマメリー」から見えた
　　　　　　　　　　　　　　　　横浜・関内の風景


私は一九七九年に横浜の県庁新庁舎へ異動になりました。当時、何よりも驚いたのは、新庁舎ロビーで「メリーさん」を見かけたことでした。「ジロジロ見てはいけない」と感じました。
この度、新型コロナで外出を自粛している間に、中村高寛さんの「ヨコハマメリー　白塗りの老娼はどこへいったのか」を読む機会を得ました。
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県庁や馬車道のユーリンファボリなどで見た「メリーさん」が、その後どうなったのかの興味で読んだ本ですが、意外にも横浜・関内の歴史について知る契機となりました。
関内地区は遠浅の海を新田開発の為に埋め立てられた土地で、今の「大通り公園」とＪＲ線脇の「高速」は川でした。川で囲まれた関内地区は吉田橋で繋がれた「出島」のよう。
幕府は開港にあたり、東海道を避け「出島」のような横浜村を選んだと思われます。吉田橋が関門となり海側が関内、外側が関外となりました。

ペリー上陸地点はどこか
ペリー上陸を描いた絵に描かれた「樹」（玉楠）が横浜開港資料館の中庭に残されています。従って、日本大通りが海に当たるあたりに上陸したと思われます。
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日本大通りは何故広いのか
一八六六年に関内で発生した大火をきっかけに、関内の日本人街（県庁本庁舎側）と外国人の居留地との間に幅広い道路を設け、日本人街の火事が外国人居留地に延焼しないようにしたものでした。
メリーさんは何処へ
メリーさんは一九九五年に横浜を離れ、その後、中国地方の山間の老人ホームに入り、余生を過ごしています。若い時に実家を出て初めて働いた街で生涯を閉じることとなりました。
（大久保）
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　当初二月一八日に予定していた「横浜港を歩く」を、緊急事態宣言が延長されたため、参加希望者と調整し、同意を得られた会員で三月にも実施しました。参加者は二回合わせて延べ九人でした。
　県庁新庁舎ロビーに集合した後、建替えられた分庁舎（東庁舎）の外観を見学しました。
　ここでクイズを二題出しました。①ペリー上陸を描いた絵を示して「ペリー上陸地点は何処か？」➁「日本大通りは何故道幅が広いのか？」。この答えは「いちょう会ニュース」一面に書いてあります。
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　横浜開港資料館に移動し、中庭で「ペリー上陸図」に描かれている「玉楠」の木と、開港当時の関内地区の街を再現したパネルを見て、当時を想像してみました。
　赤レンガ倉庫近くでは「キング・クイーン・ジャック」（県庁・横浜税関・開港記念会館）の三つの塔が一度に見れるビューポイントに立ち、三つの塔が何年に建てられたかを学びました。
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「海上保安資料館（不審船）」は残念ながら臨時休館でした。
　「海外移住資料館」では、日本の移民の歴史を学びました。
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　参加者　菅野龍磨さん
「工作船の実物を見れないのは残念。ペリー来航の調印場所は初めて見た。喫茶店がそうだと思ったが違った。その後、三・一〇の追悼の夕べも参加して有意義であった。」
　参加者　中山政一さん
　「春の気候のなか、横浜港周辺を歩いてきました。普段見過ごしていた風景に気づかされ、海外移住資料館では、元の勤務先で係わっていた外国語労働相談の日系人の相談者や通訳さんのルーツに思いを馳せてきました。」
東庁舎オープン
　二〇二一年三月、旧分庁舎の建替えによってできた「東庁舎」への移転が始まりました。
　東庁舎は、地上十三階、地下一階で、二階から五階には「福祉子どもみらい局」が、六階から十一階には「教育局」が入りました。
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　年金　〇・一％減
　厚生労働省によると、公的年金（国民年金、厚生年金）の二〇二一年度支給額が前年度に比べ〇・一％減ることになりました。これは、今年度から導入された賃金の減額に合わせて年金額を減らす新ルールが適用されたものです。
[映画から社会を見る⑮]
海洋を汚染しているプラスチック・ゼロへの活動を
プラスチックごみによる海洋汚染についてはすでに数多く報告されている。昨年日本でも公開された映画『プラスチックの海』（２０１８年）はその実態をすさまじい迫力の映像で抉っている。
数人のメンバーが世界を探査した。死んだ海鳥の胃を開　　くとプラスチックの破片がぎっしり詰まっていた。それが死因ではないか。のどに詰まった破片を吐き出させる場面もある。人への危険もある。
米国テキサス州オースチン、シドニー、フィリピン、タイと世界中がプラごみであふれている。ツバルでは．プラごみの上に建てた家もある。映画にはなかったが、日本も同様である。瀬戸内海の島には高さ４ｍにも及ぶプラごみの山もできているという。
日本でのささやかな活動を紹介したい。私は逗子市に住んでいるが、６人のグループで昨年１月「逗子プラごみゼロ活動を進める会」を結成し、政府が７月からの実施を決めたレジ袋有料化義務付けの実態を市内１７０商店で訪問調査した。結果は、消費者のポリ袋辞退率の平均は７６％、有料化義務のない紙袋も５２％の辞退率であった。また、カラフルなマイバッグを販売する店も増えていた。ただ、レジ袋はプラごみの僅か２％であり、取り組みの第一歩である。容器包装の削減、紙への転換、再生利用などの課題を家庭でできることから進めたい。
(緑川芳樹)
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

芝草の隅に咲きたる三島柴胡危ふき生を寺跡につなぐ
コロナ禍の七重の塔温故館国分寺尼寺マスクしめぐる
苦学とふ美談早くも剥げ落ちて下向き目線胡乱おもいき
鉄文字の「ＪＫ２１」 eq \o\ad(\s\up 11(けいひん),京浜東北)の欠番の埋むるゲートウエイ駅　　
みほとせを語り継ぐがに影を引く「首洗い井戸」泉岳ひさし
英国の「孤独者担当大臣」にさきがけ見れどわが国ともし
天井に揺るる水影追ひながらしばし休めりプールの椅子に
ふところに磁石を隠す eq \o\ad(\s\up 11(ひと),党人)あまた例へばGoTo秘なる金脈
白じろと消毒薬に埋もれゆくアウシュヴィッツを見紛ふ鶏舎
飴色の eq \o\ad(\s\up 11(だいこ),大根)と肉の香ばしや寒の夕餉の箸のすすみぬ
　私たちは今
会員のお便り
　「徒然なるままに」
　　　　澤木紀一郎（大磯町）
　古希を迎えたのを機に、毎日のリズムを作るべく、自宅の裏山を歩くことにして一〇年。
　毎日、同じコースを歩いていると春夏秋冬が敏感に感じられる。山では、花や蝶、野鳥に詳しい人から教えを乞う。はたまた写真撮影を趣味とする人など多士済々。
　間もなく二月。昨年は野鳥の一種である連雀の久しぶりの渡来で、山はカメラマンで大賑わい。今年はどうだろうか？

　「ガマンが続く」
　　　　岡田光正（小田原市）
　とうとう新型コロナ国内感染から一年、旅行好きな我が夫婦も「休日クラブ」のＪＲ乗り放題切符の利用も控えてきました。年会費を寄付しています。ワクチン接種で次年度は「銀杏」に旅行記を掲載していただきます。いちょう会ゴルフ大会も解散してしまい、クラブを持つ気力がなくなりました。ホームステイも我慢の限界、近くのスーパーへ体力維持のため歩いて買い物です。
　「無題」
　　　　田中重幸（横浜市）
　皆さん、ご無沙汰しております。以前、役員をさせていただいた田中です。体調悪化のため無理を言って降ろさせていただきご迷惑をおかけしました。
　一昨年から、六度の入退院を繰り返し、不安な時期を過ごしましたが、最近は通院だけで何とか暮らせております。やっとこの病気とうまく付き合えるようになってきたのかなと感じています。
　コロナ流行のせいもあり、通院と買い物以外はほとんど家から出ずに隠遁生活を送っています。当時のことでは、昼休みにみんなでおいしい中華料理屋で食事をしたことです。懐かしい思い出です。
　今後とも、元気でご活躍されることをお祈りいたします。

　「私と地域社会」
　　　　熊谷一男（伊勢原市）
　人生最後の地域貢献になるかと思いながら約八〇〇世帯ある自治会の会長として忙しい日々を送っています。
　今年度は、新型コロナ感染防止のため自治会活動も十分に出来ませんが、日常業務が意外に多く休む暇がないのが現状です。
　高齢化が進む地域社会のなかでコロナが追いかけるようにやって来て多くの地域課題が浮き彫りになりました。
　私たち世代が残したこうした課題に対して、反省と自責の念に駆られながら今、何が出来るかを自問自答しています。

「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します
・字数　一五〇～二二〇字
・締切　随時

・注意　誹謗中傷等は掲載不可

・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九

　　　　　　　　大久保光夫

　退職予定者説明会
　今年はコロナ禍の影響で開催中止となりました。
　いちょう会では、多くの退職者の方に入会していただこうと、県職員厚生課を通じて資料を配布し、加入を呼びかけました。
行事予定
〇お花見ハイキング
　最明寺史跡公園
　四月　六日
　　雨天予備日　八日
    　　　横浜港周辺を歩く


　　　　　　　　　　開港の歴史と海外移住
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